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	米国において

遺伝子組換え大豆の作付率８０％を超える

米国におけて2003年の遺伝子組換え（ＧＭ）大豆の作付率が８０％を超えたと、６月３０日に米国農務省農業統計部から発表されました。そこで、米国農務省の発表概要、ＷＨＯの遺伝子組換え食品の基本的な考え方を、お知らせします。

２００３年ＧＭＯの作付割合  トウモロコシ４０％  大豆８１％  綿実７３％
（NASS Acreage, 24～25,  June 30, 2003,  U.S. Department of Agriculture）
農務省農業統計部は毎年６月に全国で農業調査を実施している。国内の農民に、生物工学品種（遺伝子組換え品種：除草剤耐性、昆虫抵抗あるいは双方）のトウモロコシ、大豆、綿実の種を作付したかを質問した。これはトウモロコシ作付面積の81％、大豆の89％、綿実の82％の結果です。従来から作付していた除草剤耐性品種は除いた。昆虫抵抗はBacillus thuringiensis（Bt）遺伝子挿入のみです。（注：ジャガイモのコメントはありません）　2003年の遺伝子組換え作物の作付率及び推移は次表のとおり。

表１　2003年遺伝子組換え作物の作付面積の割合

作物

昆虫抵抗

除草剤耐性

昆虫抵抗／除草剤耐性

合　計

トウモロコシ

２５％

１１％

４％

４０％

大豆

８１％

８１％

綿実

１４％

３２％

２７％

７３％

表２　遺伝子組換え作物の作付面積の推移〔食品科学広報センターニュース(７月３日)を参考〕
作物

2000年

2001年

2002年

2003年

トウモロコシ

２５％

２６％

３４％

４０％

大豆

５４％

６８％

７５％

８１％

綿実

６１％

６９％

７１％

７３％

　　
詳細については次のアドレスで確認してください

http://usda.mannlib.cornell.edu/reports/nassr/field/pcp-bba/acrg0603.pdf
遺伝子組換え食品に係る２０の質問(2002年10月15日)（要旨）

（20 QUESTIONS ON GENETICALLY MODIFIED (GM) FOODS，　WHO 15／OCT／2002 ）

これらの質疑応答は、遺伝子組換え食品の性状と安全について多くのWHO加盟政府から懸念と質問が出され、回答をWHOでまとめました。

質問１ 遺伝子組換え作物と遺伝子組換え食品はどのようなものですか？

  遺伝子組換え（以下、ＧＭ）作物は通常は起こることがない方法により、遺伝子（DNA）を組換えた作物と定義されています。これらの技術はしばしば「現代の生物工学」あるいは「遺伝子工学」、ときには「組換えDNA工学」あるいは「遺伝子技術」と呼ばれています。これは、関連のない種のあいだで、他の生物から選ばれた固有の遺伝子を組込むことです。この方法は、ＧＭ植物の成長のために必要とされ、ＧＭ食品増産のために必要です。

質問２ なぜ遺伝子組換え食品を作るのですか？

  ＧＭ食品は、これらの食品の生産者あるいは消費者にとっていくつかの有意義なことがあることから開発、生産されました。これは、より安い価格や、より大きな利点（ウイルス・昆虫などに対する抵抗あるいは栄養価値が上がること）あるいは両方によって製品に転化できます。まず、ＧＭタネの開発者

	は開発したものが、タネ生産者によって受け入れられ、農民（そして食品製造者がより一般的に）に良さが認められ、革新的に作付けされることを望みました。

  ＧＭ作物を開発する初期の目的は、作物を（気候条件から）保護し増産するためでした。現在の市場におけるＧＭ作物は、作物を保護するだけでなく、多くが昆虫あるいはウイルスにより発生する作物被害の対策、あるいは除草剤に対する耐性に向けられています。

  昆虫抵抗は、細菌Bacillus thuringiensis（BT）の毒素生産遺伝子を作物に組み入れることによってできました。この毒素は、現在も従来の農業の殺虫剤として使われていて、人が食べても安全です。恒久的にこの毒素を産生するＧＭ作物は、特別な状況下、たとえば害虫の被害が大きい場合、殺虫剤の使用量を少なくできます。

  ウイルス抵抗は植物に病気を起こす確実なウイルスの遺伝子を組み入れることによってできます。ウイルス抵抗はこのようなウイルスによる病気が少ない作物を作ることによって、高い収穫量となります。
  除草剤耐性はいくつかの除草剤に対する細菌が持つ抵抗遺伝子を組み入れることによって達成できます。雑草が多い場合において、このような作物を使うことによって除草剤の使用量を少なくできます。

質問３ 遺伝子組換え食品は、今までの食品とは異なった評価ができますか？

  一般に、消費者は今までの食品（数千年前から食べていた食品）が安全と考えています。新しい作物は従来の品種改良技術を改良することによりできましたが、従来の危害評価技術では評価できません。

  多くの政府当局はＧＭ食品の特別な評価（検査）が必要であると考えています。人の健康及び環境のために、ＧＭ作物及びＧＭ食品の厳密な評価を作る特別な検査方法が必要です。同様な評価は、通常、既存の食品では行われません。それゆえ、これら二つの食品では市場へ流通する前に、評価過程において大きな違いがあります。

質問４ 人の健康を害する潜在的な危害（リスク）はありませんか？

  ＧＭ食品の安全評価にかかる一般的な調査方法は次のとおりです。 （a）直接的な健康に対する影響（毒性） （ｂ）アレルギー反応を引き起こす（アレルギー性） （ｃ）特別な栄養あるいは毒素成分を産生する （ｄ）挿入された遺伝子の安定性 （ｅ）遺伝子修正による栄養上の影響 、そして（ｆ）遺伝子挿入に起因する意図されなかった影響

質問５ 人の健康において心配する主要な問題は何ですか？

理論的な討議は、広範囲な方向から考えられた。三つの主な問題は、アレルギー反応（アレルゲン性）、遺伝子の転送（人の健康を害する遺伝子の取り込み）、他の種への影響、であり検討されています。

質問８ 遺伝子組換え食品は安全ですか？

  異なったＧＭ作物は、異なった方法により挿入された、異なった遺伝子を持っています。これは、個々のＧＭ食品について、ケースバイケースで安全を評価する必要があって、全てのＧＭ食品が安全であるとは言えません。

  現在、国際的に流通しているＧＭ食品は危害評価をされていて、人の健康に危害を及ぼすことはありません。そして、ＧＭ食品を承認した国において、一般的に消費されており、その結果として、人の健康への影響は見られていません。

質問１０ どのような遺伝子組換え食品の種類が国際的に流通していますか？

作物

特性（目的）

承認している地域／国

トウモロコシ

昆虫抵抗

アルゼンチン、カナダ、南アフリカ、米国、欧州共同体

除草剤耐性

アルゼンチン、カナダ、米国、欧州共同体

大豆

除草剤耐性

アルゼンチン、カナダ、南アフリカ、米国

欧州共同体（加工用のみ）

綿実

除草剤耐性

カナダ、米国

チコリ

除草剤耐性

欧州共同体（品種改良目的のみ）

カボチャ

ウイルス抵抗

カナダ、米国

じゃがいも

昆虫抵抗／除草剤耐性

カナダ、米国

詳細については次のアドレスで確認してください

http://www.who.int/fsf/Documents/20_Questions/q&a.pdf                       （翻訳 笈川）
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